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社会的適応による「卵子凍結」での
初めての出産報告（国内）

• 卵子を凍結したクリニックによると、出産した女性は44歳で、独身だっ
た41歳の時に仕事の多忙などを理由に卵子を凍結。42歳で結婚し、凍結
保存していた卵子を用いた体外受精で妊娠・出産した。

• 同クリニックでは、健康な女性の卵子凍結は2010年から開始。2016年
末までに計229人の卵子を凍結保存し、17人で体外受精を実施。出産で
きたのは、この女性一人だけだった。

（朝日新聞デジタル2016年2月2日より）



「卵子凍結」のイメージ・・・（？）

・いつかは子どもが欲しいけど、まだまだ仕事がしたい！
・今はパートナーがいないけど、将来は結婚・出産したい！
・将来、不妊になるかもしれないのが不安・・・

若いうちに卵子を保存しておけば将来100％子供ができる！？
40歳までに卵子凍結すれば大丈夫！？



「卵子凍結」をする前に…

・ニュースで取り上げられるのは、成功した一部の人だけ。

・「良い」情報だけを鵜呑みにせずに、「卵子凍結」の

正しい知識（治療の流れ、費用、成績など）をよく理解

してから「卵子凍結」をするかどうかを決めましょう！



本日の内容

1. 年齢が高くなると妊娠率が低くなる理由
2. 治療の流れ
3. 卵子凍結の適応
4. 卵子凍結に対する各国の見解
5. 卵子凍結の成績（ガラス化法）
6. 卵子凍結にかかる費用
7. まとめ



提供卵子を用いた場合には、治療を受ける女性
の年齢の上昇とは無関係に高い確率で妊娠・
出産することが分かっています。

妊娠率低下の主な原因は

「加齢による卵子の質の低下」
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提供卵子と自身の卵子を用いた体外受精の比較

年齢が高くなると、なぜ妊娠しにくくなるの？



「卵子の質」の低下とは・・・？



透明帯の硬化
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②染色体異常が起きやすくなる（卵子の減数分裂がうまくいかない）

卵子：25％ 精子：15％

受精時の異常率：36％

受精卵（胚）：45％

新生児：0.6％

胎児：10％

染色体異常の頻度 年齢とともに染色体異常の頻度が増加します
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加齢によって染色体異常の頻度が増加
し、妊娠率が低下、流産率が増加する
と考えられています。
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卵子凍結

卵子融解

◆排卵誘発～採卵までは通
常の体外受精の流れと同じ
です。詳細をお知りになり
たい方は、「体外受精説明
会」を受講下さい。
◆卵子凍結の場合は、採卵
後に卵子（成熟卵子）を凍
結し、使用する際には凍結
保存しておいた卵子を融解
し、精子と授精（基本的に
は顕微授精がよいとされて
います）させます。



「卵子凍結」の適応

I. 医学的適応→悪性腫瘍（癌）などの治療によって、その後に卵
巣機能の低下が予想される場合

II. 社会的適応→加齢などの要因で卵巣機能の低下をきたすことが
予想される場合

III. その他

①無精子症→凍結精子だと運動率低下が懸念される

②夫の出張など採卵当日に都合がつかない

③提供卵子（すぐに使用できるメリット）

生殖医療の必修知識ｐ317-329より抜粋



「凍結」技術の歴史

1953年 凍結精子での出産例

1983年 胚凍結での出産例（緩慢凍結法：Trousonら）

1986年 卵子凍結での出産例（緩慢凍結法：Chenら）

2001年 日本で卵子凍結での出産例（緩慢凍結法：京野ら）

2005年 ガラス化法による凍結技術が確立され、妊娠・出産例

が相次いで報告（桑山、京野ら）

2009年 卵子凍結で900例以上の児の安全性が証明（海外）

生殖医療の必修知識ｐ317-329
Mature oocyte cryopreservation:a guideline.Fertil Steril.2013 Jan:99(1)：37-43



「卵子凍結」に対する各国の見解

■2012年、ヨーロッパ生殖医学会（ESHRE)

• 社会的適応についても容認の姿勢

• ただし、卵子凍結は将来子供をもてることを保証するものではない

• 38歳以上の女性には推奨できない

■2013年、米国生殖医学会（ASRM）

• 卵子凍結はもはや研究段階ではなく、臨床治療と承認

• しかしデータはまだ不十分であり、今後安全性などは検討が必要

→推奨年齢などは特に言及していない
ESHRE Task Force on Ethics and Law, Dondorp W、Hum Reprod. 2012 May;27(5):1231-7

Mature oocyte cryopreservation: a guideline, Fertil Steril 2013;99:37-43



「卵子凍結」に対する日本の見解

■2013年11月、日本生殖医学会

•社会的適応と医学的適応に分けて記載

•社会的適応についても容認の姿勢

•凍結時の年齢が40歳以上は推奨できない

•使用時の年齢が45歳以上は推奨できない

■2014年4月、日本産婦人科学会

•医学的適応についてのみ言及

日本生殖医学会Hp、日本産婦人科学会Hpより抜粋



「卵子凍結」の成績（ガラス化法）
患者背景 卵子提供者 43歳未満の

不妊患者
43歳未満の
不妊患者

平均年齢 26歳 35歳 35歳

卵子融解後
の生存率

93％ 97％ 90％

受精率 74％ 79％ 71％

着床率 40％ 20％ 17％

移植あたり
の妊娠率

55％ 39％ 36％

融解卵子あたり
の妊娠率

4.5％ 12％ 6.5％

Mature oocyte cryopreservation: a guideline.Fertil Steril. 2013 Jan;99(1):37-43

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23083924


「卵子凍結」の成績から言えること

•卵子融解後の生存率は90-97％で、凍結・融解によるダメージは

ほとんどないと考える。

•平均年齢26-35歳の間で、融解卵子1個あたりの妊娠率は4.5-

12％（出産まで至る確率はもう少し低くなる）

→年齢がこれ以上の場合はさらに確率は低くなる

16

将来の出産に備えて卵子を凍結するのであれば
最低でも10-20個は卵子凍結をする必要がある
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17

採取できた卵子全てが凍結、融
解、授精、移植に使えるわけで
はない！
途中で成長が停止する胚もあり、
卵子１個あたりの妊娠率はあま
り高くはない

融解卵子1個あたりの
妊娠率は4.5-12％

卵子凍結

卵子融解

卵子１個あたりの妊娠率が低い理由は？



「卵子凍結」にかかる費用（1回の採卵で10個凍結した場合）

項目 料金 詳細

排卵誘発薬、診察代など 約100,000円 採卵のための GnRHa製剤、排卵誘発剤など

採卵費用
100,000円 採卵基本料

2,000×10個 採卵加算（1個～）

卵子凍結基本料 70,000円

卵子凍結加算 5,000円×9個 2個目～

合計 約335,000円

※使用薬剤、採卵数や凍結卵子数に応じて費用が変わります



１回の採卵で何個くらい卵子がとれるの？

AMHと採卵数
AMHとは卵巣予備能のこと
（初診前説明会の資料を参照ください。）
38-39歳で2.4 ng/ml
40-41歳で1.72 ng/ml

• 左の表に上記のAMHを当てはめてみると
 8個前後の卵子採取が可能

• 10-20個の卵子凍結を考えるのであれば
 数回の採卵が必要

Clin Exp Reprod Med 2011;38(3):153-158 



本日のまとめ

1. 先ずは「正しい知識」を持ちましょう！

2. 「卵子凍結」は「妊娠の可能性」を保障するもので、「妊

娠」を保障するものではありません。

3. 治療は安全面を含め、ある程度「リスク」を伴っています。

4. 治療には高額な費用がかかりますが、成功率はあまり高く

はありません。

5. 40歳以上での「卵子凍結」はお奨めできません。

6. 場合により、数回採卵する必要があります。
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